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JllJF ダ イナヤイ ltnPl兼Q,捗Ik良ihMlニはすも研雄 や ℡13

度上特別戦艦と葬すべきiIなし･

･1 02%'凝庇のものに在 りてJまY.脚 中敷に果菜i･感するも出仲に割 Lば殆んど感するこ

とたし

＼1 伐JIITルコールのJT.frは無恥 用粒度 90% 挫皮のものにて可たり

Ⅶ 丁ルコールと･ゝ /G七の 02乃至 05%'拡加するととにより珠fl御輯R陀 馨 しく塩秘

せLl't,Iろとと主将･




